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遺言については、関心がある人
も多いかと思います。今回は、

遺言の種類とともに、気を付けるべ
きポイントを一部ご紹介します。
　自筆証書遺言は、文字通り、遺言
を書く人ご自身が本文をすべて自筆
で書く遺言です。ただし、財産目録
や通帳のコピー、登記事項証明書の
コピーなどは、署名・押印をおこな
えば、参照することができます。自
筆証書遺言は、自分で書いた後にご
自宅で保管していただくこともでき
ますが、その場合は死後に家庭裁判
所で“検認”の手続きが必要です
し、紛失してしまったり、誰かに書
き換えられたり、なかったことにさ
れるというリスクもあります。そこ
で、自筆証書遺言を利用される場合
には、法務局の自筆証書遺言保管制
度の利用をお勧めします。これによ
り、法務局で遺言の保管がされます
ので、書き換えられたり、なかった
ことにされるというリスクは防ぐこ
とができます。
　公正証書遺言は、公証人が遺言者

から遺言の趣旨を聞き取って作成
する遺言です。本文を自署する必
要はありませんが、証人２名の立
会いが必要になります。雄武町か
らは、最寄りの名寄公証役場で公
正証書遺言を作成することが多い
かと思いますが、全国どこの公証
役場でも作成可能です。公証人に
出張を頼むことができるケースも
あります。遺言を作成する能力は
あるけれど、自署は難しいという
ような場合には、この方法をお勧
めします。
　秘密証書遺言は、遺言者自身が
遺言の本文を作成し、封印された
状態で、公証人、証人２名、遺言
者が署名捺印する方式の遺言で
す。死ぬまでは誰にも遺言の内容
を知られたくないという人にお勧
めの方法です。
　これら以外にも危急時遺言な
ど、特殊な場合の遺言もあります。
また、ご自身で作成される場合は
次のような点が見落とされがちで
す。何気なく書く「○○（財産）
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を△△（人）に相続させる」という
表現ですが、法定相続人以外の人（例
えばいとこなど）に財産を引き継ぎ
たいという場合には、「相続させる」
ではなく「遺贈する」という表現に
なります。相続人Ａが死亡していた
ら、Ａの子に相続させるつもりなど
の事情は書かない限り原則として汲
み取ることはできません。共同遺言
は原則として無効です。ご夫婦で遺
言を作成して、「片方が死亡したら
……」という遺言を書く場合、無効
とならないためにもそれぞれ別々に
書きましょう。
　内容について不安のある場合は、
一度、弁護士に相談してみてはいか
がでしょうか。
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今月の担当

大根田 紫織 弁護士
流氷の町ひまわり基金法律事務所

　ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
　ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご
意見、ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。
　　  オホーツク温泉ホテル日の出岬
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ホテル日の出岬からのお知らせ

　レストラン「藍」のおすすめ　すべて税込

土・日・祝日限定 海鮮メニューご案内
①特選日の出海鮮丼　お吸い物付　　3,480 円
　（鮪・鯛・サーモン・牡丹海老・帆立・蟹・イクラ・とびっこ・玉子）

②海鮮丼　　　　 　  お吸い物付　　2,480 円
　（鮪・鯛・サーモン・甘海老・帆立・とびっこ）

③握り寿司セット　　お吸い物付　　2,000 円
　（鮪・鯛・サーモン・甘海老・帆立・玉子・うなぎ・いくら・とびっこ・細巻き）

※仕入れ状況により内容が変更となる場合がございます。

① ②

③

◉豚丼 　　　　　　　　　　　　1,280 円 ◉タコライス　　　　　　　　　 1,080 円

　雄武町家計応援券ご利用いただけます

　町民プランのご案内　4 月 26 日㈮まで

◉チーズ入り煮込みハンバーグ　 1,380 円 ◉帆立の梅肉炒め　　　　　　　 1,280 円

雄武町民　　　　2 名以上のご利用　　　　　   おひとり様 6,000 円　（1 泊朝食付き）
雄武町民以外　　雄武町民と一緒で 2 名以上　　おひとり様 7,000 円　（1 泊朝食付き）
町民プラン特典　レストラン藍ご利用のお客さまは全品 20％割引とさせていただきます。
※１名利用は 3,000 円増となります。
※小学生以下は、大人の料金の 70％となります。

レストランでの飲食・売店商品の購入・入浴回数券の購入にもご利用いただけます。
※利用期間 3 月 17 日㈰まで

地域包括支援センターだより
高齢になっても暮らしやすいまちづくりをめざして

　高齢になり、気力や体力などが低下してくると、日常生活にお手伝いが必要となることは誰にでも
起こり得ます。高齢者が元気で過ごすために、これまで以上に、家族・知人・友人と「お互いさまの
助け合い」を維持することが求められています。

　　・日頃から挨拶をする
　　・ 困ったときにはお互いに助け合う
　　・ 災害時などの町内の避難施設や経路を確認する

　「お互いさまの助け合い」とは、難しく感じるかもしれませんが、実際は、上記のように皆さんが普
段から行っていることです。「お互いさまの助け合い」を続け、地域ぐるみで高齢になっても生活しや
すいまちづくりをめざしましょう。

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内）　☎ 84 ‐ 4495
※電話相談は 24 時間受け付けしています。


